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本年４月に開園した「南こども園」のオープニングセレモニーの様子（４月３日）

◆六ヶ所村議会議員の紹介
◆３月定例会のあらまし
◆平成３１年度の注目事業
◆一 般 質 問　3 人の議員が登壇

◆議会の構成が決定                
◆ 6 月定例会開催予定
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3 月 定 例 会



ROKKASHO  VILLAGE

六ヶ所村
議会だより 第 48 号（2）議会だより ROKKASHO  VILLAGE
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議 員 紹 介議 員 紹 介

を紹介します！！六ヶ所村議会議員

小　泉　　　勉（67 歳）

当選６回

倉内字笹崎 484

令和クラブ

橋　本　隆　春（62 歳）

当選７回

尾駮字野附 48

新風会

相　内　宏　一（80 歳）

当選７回

倉内字前谷内 52

令和クラブ

三　角　武　男（70 歳）

当選８回

泊字川原 85-4

令和クラブ

（任期：平成３１年４月３０日～令和５年４月２９日） 新たな議会の構成は、11ページに掲載しています。

橋　本　猛　一（67 歳）

当選 10 回

尾駮字野附 372

令和クラブ

中　村　　　勉（71 歳）

当選８回

泊字焼山 40-3

新風会

小　泉　靖　美（66 歳）

当選７回

倉内字笹崎 485

令和クラブ

松　本　光　明（71 歳）

当選６回

泊字焼山 584-2

新風会

髙　橋　文　雄（65 歳）

当選５回

尾駮字猿子沢 361

木　村　常　紀（70 歳）

当選６回

尾駮字野附 48

令和クラブ

議　長 副議長

鳥谷部　正　行（67 歳）

当選４回

倉内字笹崎 551

新風会

髙　田　博　光（61 歳）

当選３回

鷹架字前田 25-1

令和クラブ

橋　本　　　竜（42 歳）

当選２回

倉内字切揚場 108-4

新風会

髙　田　　　翔（25 歳）

当選１回

鷹架字向田 1-44

新風会

附　田　角　栄（48 歳）

当選１回

尾駮字二又 23-2

新風会

寺　下　和　光（66 歳）

当選２回

尾駮字野附 32

新風会

鳥　山　義　隆（56 歳）

当選４回

倉内字笹崎 287

新風会

木　村　廣　正（70 歳）

当選４回

倉内字前谷内 19-110

新風会

　村民の皆さまには、日頃より議会
に対して、ご理解とご協力を賜り心
から感謝申し上げます。
　このたび、議員各位のご推挙によ
りまして、六ヶ所村議会議長の要職
を担うこととなりました。
　私は、もとより浅学非才でありま
すので、責任の重さを一層痛感して
おります。本村の発展と社会福祉の
推進に誠心誠意努力いたす覚悟でご
ざいますのでご協力のほどよろしく
お願い申し上げ、私の就任のごあい
さつとさせていただきます。

　５月 15 日の臨時会で、議員のご
推挙により副議長に就任しました。
大変名誉なことであり、心から感謝
申し上げますとともに、責任の重大
さを痛感している次第であります。
　人格識見ともに卓越された髙橋議
長のもとで議会が円滑に運営されま
すよう誠心誠意努力して参りますの
で、ご支援、ご指導賜りますようよ
ろしくお願い申し上あげまして、副
議長就任のあいさつとさせていただ
きます。
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3月定例会のあらまし
　

平
成
31
年
３
月
定
例
会
は
、
２
月
25
日
か
ら
３
月
８
日

ま
で
の
12
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

25
日
の
本
会
議
初
日
は
、
戸
田
衛
村
長
が
新
年
度
予
算

を
「
暮
ら
し
に
ゆ
と
り
と
安
ら
ぎ
を
担
う
予
算
」
と
位
置

付
け
、「
財
政
基
盤
の
維
持
と
公
正
で
透
明
性
の
高
い
行

政
運
営
を
基
本
と
し
、
行
政
改
革
の
歩
み
を
よ
り
一
層
進

め
る
と
と
も
に
将
来
の
財
政
負
担
に
備
え
基
金
等
の
積

立
て
を
図
る
」
と
、
第
４
次
六
ヶ
所
村
総
合
振
興
計
画
を

核
と
し
た
重
点
施
策
に
つ
い
て
を
説
明
。

　

本
定
例
会
に
は
、
31
年
度
の
９
会
計
の
当
初
予
算
を
は

じ
め
、
30
年
度
の
各
会
計
補
正
予
算
、
条
例
の
制
定
お
よ

び
一
部
改
正
、
公
共
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
な
ど
議

案
45
件
が
上
程
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
全
会
一
致

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

６
日
に
行
わ
れ
た
一
般
質
問
に
は
、
３
人
の
議
員
が
登

壇
し
、「
除
排
雪
対
策
に
つ
い
て
」、「
予
定
さ
れ
る
大
型

連
休
時
の
対
応
に
つ
い
て
」、「
尾
駮
レ
イ
ク
サ
イ
ド
パ
ー

ク
事
業
に
つ
い
て
」
な
ど
、
村
の
考
え
方
を
問
い
た
だ
し

ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、「
全
国
知
事
会
の
米
軍
基
地
負
担
に
関
す

る
提
言
の
趣
旨
に
基
づ
い
て
、
地
方
自
治
の
根
幹
を
脅
か

す
日
米
地
位
協
定
の
見
直
し
を
国
に
求
め
る
意
見
書
を

提
出
す
る
事
を
求
め
る
陳
情
」
他
２
件
に
つ
い
て
は
、
資

料
配
布
と
い
た
し
ま
し
た
。

詳
し
く
は
、
六
ヶ
所
村
Ｈ
Ｐ

（http://w
w
w.rokkasho.jp/

）
内
の
「
六
ヶ
所
村
議
会
」

「
会
議
録
閲
覧
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

平成 31 年 3 月定例会

開園した南こども園で元気に遊ぶ園児の様子

９会計総額は約 182 億 9 千万円
一般会計予算を可決

平成 31 年 3 月定例会

　
137億5,000万円の

当
初
予
算
の
内
容

　

当
初
予
算
の
規
模
は
、
一
般
会
計
を
は
じ
め
と

し
、
特
別
会
計
お
よ
び
公
営
企
業
会
計
を
合
わ
せ

１
８
２
億
８
６
８
８
万
千
円
と
な
り
、
前
年
度
に
対
し

７
億
６
２
９
９
万
８
千
円（
約
４
％
）の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
は
、
総
額
１
３
７
億
５
０
０
０
万
円
で
、
前

年
度
に
対
し
６
億
６
０
０
０
万
円
（
約
４
．
６
％
）
の
減

と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
全
体
の
約
６
０
％
を
占
め
る
村

税
で
、
総
額
は
約
８
２
億
８
１
０
０
万
円
、
そ
の
主
な
も

の
は
、
固
定
資
産
税
の
約
７
０
億
８
６
０
０
万
円
で
す
。

　

歳
出
予
算
の
主
な
も
の
は
、
長
芋
の
洗
浄
選
別
機
の
投

入
コ
ン
ベ
ア
か
ら
等
級
振
分
け
コ
ン
ベ
ア
ま
で
の
不
良
箇

所
を
改
修
す
る
長
芋
洗
浄
選
別
施
設
改
修
事
業
な
ど
を
予

算
化
。

　

教
育
分
野
で
は
老
朽
化
の
著
し
い
千
歳
平
小
学
校
を
改

築
す
る
千
歳
平
小
学
校
整
備
事
業
な
ど
を
予
算
化
。

　

子
育
て
分
野
で
は
、
保
育
所
型
認
定
こ
ど
も
園
と
し
て

２
０
２
１
年
度
に
開
園
予
定
の
（
仮
称
）
泊
こ
ど
も
園
整

備
事
業
費
な
ど
を
予
算
化
。

　

防
災
面
で
は
、
避
難
施
設
用
非
常
用
発
電
設
備
設
置
事

業
費
や
消
防
団
屯
所
整
備
事
業
費
な
ど
が
予
算
化
さ
れ
ま

し
た
。

　

な
お
、
村
の
30
年
度
末
の
財
政
状
況
は
、
一
般
会
計
の

各
種
基
金
積
立
が
約
１
２
５
億
４
８
０
０
万
円
、
村
債

残
高
が
約
４
０
億
円
、
公
営
企
業
会
計
を
加
え
た
村
債
残

高
は
約
１
０
４
億
６
３
０
０
万
円
で
、
今
後
は
年
間
約

１
０
億
６
０
０
０
万
円
前
後
の
償
還
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

平成31年度各会計当初予算の状況
( 単位：千円）　

会 計 名 31 年度当初予算 30 年度当初予算 比 較

一 般 会 計 13,750,000 14,410,000 △ 660,000

国民健康保険特別会計
　　　　　　　　（事業勘定） 1,065,000 1,105,900 △ 40,900

後期高齢者医療特別会計 83,000 73,900 9,100

国民健康保険特別会計
　　　　　（千歳平施設勘定） 115,000 111,800 3,200

介 護 保 険 特 別 会 計
　　　　　　（保険事業勘定） 1,134,000 1,077,800 56,200

水 道 事 業 会 計 601,026 677,885 △ 76,859

農業集落排水事業会計 141,151 145,895 △ 4,744

下 水 道 事 業 会 計 1,352,928 1,414,286 △ 61,358

工 業 用 水 道 事 業 会 計 44,776 32,413 12,363

合　　　　　　計 18,286,881 19,049,879 △ 762,998

前年度比 4.6％減
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【
問
】
①
村
民
か
ら
の
苦
情

の
電
話
が
あ
る
と
聞
い
て

い
る
が
そ
の
事
実
関
係
と

抜
本
的
な
対
策
に
つ
い
て

今
年
の
除
雪
事
業
に
反
映

さ
せ
た
か
。

②
排
雪
作
業
が
遅
れ
て
い

る
原
因
は
何
か
具
体
的
に

示
せ
。

③
今
後
も
多
く
な
る
と
思

わ
れ
る
高
齢
者
世
帯
に
対

す
る
除
雪
対
策
に
つ
い
て

の
考
え
は
あ
る
か
？

④
空
き
地
を
利
用
し
た
雪

捨
て
場
を
設
け
る
考
え
は

な
い
か
。

【
答
】
①
一
晩
に
30
㎝
以

上
の
降
雪
が
あ
っ
た
場
合

等
の
大
雪
の
際
に
は
、
除

雪
が
遅
い
な
ど
の
苦
情
が

あ
っ
た
。
村
の
除
雪
計
画

で
は
、
午
前
７
時
ま
で
に

除
雪
作
業
を
終
え
る
こ
と

と
し
て
い
る
が
、
大
雪
に

よ
り
除
雪
が
長
時
間
と
な

る
場
合
に
は
早
め
に
出
動

す
る
よ
う
指
示
を
し
て
い

る
。

②
昨
年
の
12
月
28
日
に
千

歳
平
地
区
に
お
い
て
30
㎝

以
上
の
降
雪
が
あ
っ
た
際

に
業
者
に
年
内
の
排
雪
作

業
に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ

を
し
た
が
年
末
休
暇
に
よ

り
車
両
や
人
員
の
確
保
が

難
し
く
、
排
雪
が
出
来
な

い
状
況
で
あ
っ
た
が
、
年

明
け
早
々
に
排
雪
作
業
を

行
っ
た
。

③
村
で
は
高
齢
者
世
帯
等

除
雪
支
援
事
業
を
実
施
し

て
お
り
、
玄
関
か
ら
道
路

ま
で
の
お
お
む
ね
１
ｍ
幅

を
確
保
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。
今
年
度
は
55
世
帯

の
登
録
が
あ
り
全
世
帯
を

対
象
に
実
施
し
て
い
る
。

④
国
や
県
か
ら
河
川
敷
等

を
借
用
し
、
雪
捨
て
場
を

３
ヵ
所
設
け
て
い
る
。
そ

の
他
の
地
域
に
お
い
て
も
、

空
き
地
を
利
用
し
た
雪
捨

て
場
の
設
置
に
つ
い
て
、

そ
の
必
要
性
や
場
所
の
選

定
、
利
用
方
法
な
ど
も
含

め
て
地
域
の
方
か
ら
意
見

を
頂
き
な
が
ら
検
討
し
て

参
る
。

う
に
指
示
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
幹
線
道
路
の
確
保
を
優

先
す
る
必
要
が
あ
る
事
か
ら

そ
の
他
路
線
に
つ
い
て
は
通

常
よ
り
時
間
が
か
か
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域

の
実
情
に
合
わ
せ
た
除
雪
体

制
を
構
築
す
る
た
め
、
村
内

全
域
を
20
工
区
に
分
け
、
き

め
細
や
か
な
除
雪
を
行
う
よ

う
に
し
て
お
り
、
大
雪
警
報

等
が
想
定
さ
れ
る
場
合
に
は
、

降
雪
状
況
に
応
じ
て
随
時
出

動
さ
せ
る
な
ど
、
万
全
の
態

勢
を
取
っ
て
い
ま
す
。

　

２
点
目
、
昨
年
の
12
月
28

日
に
千
歳
平
地
区
に
お
い
て

30
㎝
以
上
の
降
雪
が
あ
り
、

排
雪
が
必
要
な
状
況
と
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
業
者
に
年
内

の
排
雪
作
業
に
つ
い
て
問
い

合
わ
せ
し
た
と
こ
ろ
、
年
末

休
暇
に
入
る
こ
と
か
ら
車
両

や
人
員
の
確
保
が
難
し
く
、

排
雪
は
出
来
な
い
状
況
で
あ

り
ま
し
た
が
、
年
明
け
早
々

に
排
雪
作
業
を
行
っ
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
積

雪
状
況
や
気
象
情
報
等
に
よ

り
排
雪
を
指
示
す
る
場
合
に

は
、
業
者
の
作
業
体
制
の
準

備
等
に
２
日
程
度
必
要
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

３
点
目
、
村
で
は
冬
期
間

に
お
け
る
日
常
生
活
の
不
安

を
解
消
し
、
福
祉
の
増
進
に

資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

高
齢
者
世
帯
等
除
雪
支
援
事

業
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
65
歳
以
上
の

高
齢
者
世
帯
及
び
要
介
護
認

定
世
帯
、
身
体
障
害
者
世
帯

の
う
ち
、
自
力
で
除
雪
が
で

き
な
い
世
帯
及
び
近
隣
に
除

雪
支
援
者
が
い
な
い
世
帯
を

対
象
と
し
て
お
り
ま
す
。
除

雪
範
囲
に
つ
い
て
は
、
玄
関

か
ら
道
路
ま
で
の
お
お
む
ね

【
問
】
①
質
問
し
た
13
路
線

の
調
査
の
進
捗
状
況
は
？

②
平
成
31
年
度
に
予
算
計

上
さ
れ
た
路
線
は
、
土
砂

の
流
出
や
浸
食
等
か
ら
維

持
補
修
し
て
き
た
も
の
で

あ
り
緊
急
性
が
高
い
こ
と

は
わ
か
る
が
、
何
故
村
道

と
し
て
整
備
で
き
な
い
の

か
？

【
答
】
①
13
路
線
の
う
ち
生

活
道
路
と
し
て
利
用
さ
れ

て
い
る
７
路
線
に
つ
い
て

は
、
未
相
続
地
の
解
消
や

筆
界
未
定
地
の
境
界
確
定

な
ど
村
道
と
し
て
整
備
す

る
に
あ
た
り
用
地
取
得
が

可
能
か
継
続
し
て
調
査
し

て
参
る
。

②
現
段
階
で
は
村
道
整
備

へ
向
け
て
解
決
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
課
題
も
あ
り
、

そ
の
解
決
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
参
る
。
ま
た
、
こ

れ
ま
で
も
用
地
取
得
に
難

航
し
、
事
業
を
取
り
や
め

た
事
例
も
あ
る
た
め
、
地

権
者
の
意
向
確
認
等
、
地

域
の
方
々
と
協
議
を
重
ね

な
が
ら
整
備
に
向
け
て
検

討
し
て
参
る
。

１
．
泊
地
区
国
道
３
３
８

号
西
側
の
公
図
上
「
道
」

及
び
「
公
衆
用
道
路
」
の

村
道
整
備
に
向
け
た
進
捗

状
況
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

１
．
除
排
雪
対
策
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

　

冬
季
の
道
路
交
通
確
保
は
、

経
済
活
動
や
緊
急
時
対
応
、

通
勤
、
通
学
な
ど
生
活
そ
の

も
の
に
与
え
る
影
響
が
非
常

に
大
き
い
。
高
齢
化
が
進
む

本
村
に
お
い
て
、
安
心
し
て

住
み
続
け
ら
れ
る
村
を
実
現

す
る
た
め
に
、
除
排
雪
の
対

策
は
欠
か
せ
な
い
。
特
に
要

望
の
多
い
間
口
の
雪
の
塊
、

屋
根
の
雪
下
ろ
し
等
を
総
合

的
に
検
討
し
、
冬
期
間
の
安

心
・
安
全
と
生
活
環
境
の
確

保
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
う
が
、
こ
の
実
態
に
対

し
て
ど
の
よ
う
な
具
体
策
を

も
っ
て
対
処
す
る
の
か
伺
い

ま
す
。

➊
毎
年
大
雪
の
際
、
村
民
か

ら
の
苦
情
の
電
話
が
あ
る
と

聞
い
て
い
る
が
そ
の
事
実
関

係
と
抜
本
的
な
対
策
に
つ
い

て
今
年
の
除
雪
事
業
に
反
映

さ
せ
た
の
か
？

➋
排
雪
作
業
が
遅
れ
て
い
る

原
因
は
何
か
、
具
体
的
に
示

せ
。
➌
今
後
、
ま
す
ま
す
多
く
な

る
と
思
わ
れ
る
高
齢
者
世
帯

に
対
す
る
除
雪
対
策
に
つ
い

て
の
考
え
は
あ
る
か
？

➍
空
き
地
を
利
用
し
た
雪
捨

て
場
を
設
け
る
考
え
は
な
い

か
？

 

【
答
】　

１
点
目
、
一
晩
に
30

㎝
以
上
の
降
雪
が
あ
っ
た
場

合
等
の
大
雪
の
際
に
は
、
除

雪
が
遅
い
な
ど
の
苦
情
が
あ

り
ま
し
た
。
村
の
除
雪
計
画

で
は
、
午
前
７
時
ま
で
に
除

雪
作
業
を
終
え
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
が
、
大
雪
に
よ
り

除
雪
が
長
時
間
と
な
る
場
合

に
は
、
早
め
に
出
動
す
る
よ

１
メ
ー
ト
ル
幅
を
確
保
す
る

こ
と
と
し
て
お
り
、
今
年
度

は
55
世
帯
の
登
録
が
あ
り
全

世
帯
を
対
象
に
実
施
し
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
か

ら
は
、
道
路
の
除
雪
作
業
に

よ
る
寄
せ
た
雪
が
高
齢
者
世

帯
等
の
負
担
に
な
ら
な
い
よ

う
、
そ
の
地
域
の
工
区
を
請

負
っ
て
い
る
村
道
除
雪
業
者

が
工
区
の
作
業
終
了
後
に
対

象
世
帯
の
寄
せ
雪
の
除
去
を

し
て
お
り
ま
す
。
屋
根
の
雪

下
ろ
し
に
つ
き
ま
し
て
も
、

住
居
の
倒
壊
等
危
険
を
伴
う

と
判
断
し
た
場
合
は
、
業
者

委
託
に
よ
り
実
施
し
て
お
り

ま
す
。

　

今
後
も
、
高
齢
者
世
帯
等

が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
よ
う
、
除
雪
支
援
を
し
て

参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

４
点
目
、
村
で
は
、
雪
捨

て
場
と
し
て
広
い
敷
地
が
必

要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
や

県
か
ら
河
川
敷
等
を
借
用
し
、

雪
捨
て
場
を
３
ヶ
所
設
け
て

お
り
、
広
報
で
周
知
し
て
お

り
ま
す
。

　

千
歳
平
地
区
に
お
い
て
は
、

千
歳
平
１
号
幹
線
の
北
側
に

道
路
の
排
雪
用
と
し
て
雪
捨

て
場
を
設
け
て
お
り
ま
す
が
、

個
人
で
も
利
用
で
き
る
よ
う

検
討
し
て
参
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
他
の
地
域
に

つ
い
て
も
、
空
き
地
を
利
用

し
た
雪
捨
て
場
の
設
置
に
つ

い
て
、
そ
の
必
要
性
に
つ
い

て
場
所
の
選
定
や
利
用
方
法

な
ど
も
含
め
て
、
地
域
の
方

か
ら
の
ご
意
見
を
頂
き
な
が

ら
、
検
討
し
て
参
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

鳥
谷
部

　
正
行 

議
員

寺
下
　和
光 

議
員

村の考えを問います。

一般質問
一般質問とは？
※議員が村の行政全般にわたる執行状況や将来の方針などについ
て、報告や説明を求めたり質問することで、定例会で行われます。

クローズアップ

３.「共に健康でいきいきした暮らしを創る」

①老人福祉センター温泉井戸掘削事業（97,500 千円）　NEW!
◆源泉の揚湯量の減少に伴い新たに井戸を掘削す

　るもの。

②村営墓地整備事業（3,132 千円）　NEW!
◆尾駮レイクタウン北地区等の定住者および村外か

　らの移住者の墓地の確保を図るため、尾駮地区

　に村営墓地を整備するもの。

③共同墓地整備補助事業（13,161千円）　NEW!
◆共同墓地の永続性の確保、利便性の向上並びに

　良好な環境を保持するため、その整備費用に補

　助金を交付するもの。

５.「大切な自然をまもり・育て・伝える」

①一般廃棄物最終処分場重機購入事業（34,100 千円）　NEW!
◆一般廃棄物最終処分場において埋立作業を行う

重機を２台購入するもの

②家庭ごみ収集運搬等業務委託（77,195 千円）

◆村内のごみ収集運搬業務を行うもの。

③ごみ収集所設置事業（5,050 千円）　　

◆平成 29年度ごみ収集所デザインコンクール最優

　秀賞作品をもとにしたゴミ収集所の建替えをする

　もの。

2.「未来を支える人と文化を育てる」

①保育料無料化事業　NEW!
◆村内に住所を有する０歳児から５歳児までの保育料
　を無料化するもの。

②（仮称）泊こども園整備事業（139,090 千円）　NEW!
◆保育所型こども園を整備し、園児の保育環境、地域
　住民の生活環境に寄与する。今年度は建築・造成・
　外構の実施設計を行うもの。

③第二・千歳中学校統合事業（57,533 千円）　NEW!
◆第二中学校と千歳中学校の統合に伴うスクールバス
　の購入と車庫の整備を行うもの。

④屋外プール解体事業（40,500 千円）　NEW!
◆老朽化に伴い旧泊小学校プールと平沼地区プールを
　解体するもの。

4.「あらゆる災害に対応して安全を守る」

①自主防災組織防災資器材等整備補所金（3,600 千円）
◆自主防災組織（地域住民の任意の防災組織）に対し、
　補助金を交付するもの。
　・新規設立時：上限50万円（1回限り）
　・防災資器材整備費用：上限10万円（毎年）
　・研修費用：上限10万円（毎年）

② LED 防犯灯整備事業（17,500 千円）
◆未整備箇所へ LED 防犯灯を新設する。
　（泊バイパス、平沼地区、尾駮地区、笹崎地区）

③避難施設用非常用発電設備設置事業（145,228 千円）
◆指定避難場所に指定されている施設に非常用発電機
　を整備するもの。
　（尾駮小学校、第一中学校、大石総合体育館）

6.「便利で快適な暮らしの場を創る」

①尾駮レイクタウン北地区定住促進事業（51,160 千円）
◆尾駮レイクタウン北地区の宅地購入者及び新築した
　者へ対し助成金を交付するもの。
　・宅地購入助成：6,500円／㎡×宅地面積
　・住宅建築助成：15,000円／㎡×述床面積
　　（上限270万円）
　※中学校までの子どもがいる場合、1人につき20万
　　円加算。申請者または配偶者が40歳未満である
　　場合、一律 20万円加算。他市町村から転入した
　　世帯である場合、一律100万円加算。

②住宅新築リフォーム支援事業（26,000 千円）
◆村内の住宅新築工事またはリフォーム工事の施工主
　へ助成金を交付するもの。
　・新築工事：工事費の3％を助成するもの。
　　（上限100万円）
　　※申請者又は配偶者が40歳未満の場合、20万円
　　　加算。（尾駮レイクタウン北地区は対象外）
　・リフォーム工事：工事費の10％を助成。（上限20万円）

７.「官民協働で持続可能な経営を支える」

①自治会等運営補助事業（3,624千円）

◆集会所等における電気料金（使用料金相当額）を

　補助するもの。

②課税台帳整備業務委託事業（19,459 千円）

◆2021年度の固定資産の評価替えにむけた航空写

　真の撮影業務を行うもの。

※NEW！は新規事業

重点施策７項目の予算に注目！
「公正で透明性の高い行政運営を基本とする」

①第一次産業移住体験事業（1,667千円）　NEW!
◆第一次産業の担い手や労働力確保のため、新た

　な人材の定着を目指すための移住体験事業を実

　施するもの。

②長芋定温貯蔵庫改修事業（25,337千円）　NEW!
◆鉄骨の腐食が著しいため改修工事を行うもの。

③長芋洗浄選別施設改修事業（44,495 千円）　NEW!
◆長芋の洗浄選別機の投入コンベアから等級振分

　けコンベアまでの不良箇所の改修を行うもの。

1.「個性豊かで多様な産業を育てる」

一 般 質 問



ROKKASHO  VILLAGE

六ヶ所村
議会だより 第 48 号（8）議会だより ROKKASHO  VILLAGE

六ヶ所村
（9）第 48 号

【
問
】
①
六
ヶ
所
村
役
場
の

封
書
の
カ
ラ
ー
と
規
格
を

統
一
し
、
一
括
発
注
す
る

こ
と
で
事
務
の
効
率
化
と

負
担
軽
減
を
図
る
考
え
は

な
い
か
？

②
封
書
の
裏
面
に
各
企
業

の
広
告
を
有
料
で
掲
載
し

有
効
活
用
す
る
考
え
は
な

い
か
。

【
答
】
①
現
在
、
使
用
頻
度

の
高
い
封
筒
に
つ
い
て
は

総
務
課
に
お
い
て
一
括
発

注
し
て
る
。
そ
れ
以
外
の

封
筒
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
を
目
的
と
し
各
課

で
印
刷
し
て
い
る
。
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
つ
な

が
ら
な
い
範
囲
に
お
い
て

統
一
化
が
可
能
で
あ
る
場

合
は
経
費
節
減
及
び
事
務

の
効
率
化
を
図
る
観
点
か

ら
一
括
発
注
を
進
め
る
よ

う
検
討
し
て
参
る
。

②
広
告
の
媒
体
と
な
る
資

源
を
活
用
し
、
自
主
財
源

の
確
保
や
経
費
削
減
を
図

る
た
め
に
広
告
掲
載
を
し

て
い
る
地
方
自
治
体
の
広

告
収
入
の
状
況
や
事
務
等

の
情
報
収
集
を
し
検
討
し

て
参
る
。

２
．
事
務
事
業
の
見
直
し

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　

庁
内
の
行
財
政
改
革
検
討

委
員
会
に
お
い
て
、
事
務
事

業
の
見
直
し
や
様
々
な
議
論

を
経
て
村
民
の
負
担
軽
減
や

経
費
節
減
に
努
め
、
更
に
は
、

今
定
例
会
の
提
案
理
由
の
中

で
、
村
長
は
行
財
政
改
革
を

よ
り
一
層
進
め
る
と
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
次
の
点
に
つ

い
て
、
お
伺
い
し
ま
す
。

さ
れ
た
路
線
は
、
雨
が
降
れ

ば
国
道
に
土
砂
が
流
出
し
路

盤
の
一
部
も
浸
食
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
何
度
と
な
く
維
持

補
修
さ
れ
て
き
た
も
の
と
思

慮
し
て
お
り
、
緊
急
性
が
高

い
こ
と
は
わ
か
る
が
、
何
故

村
道
と
し
て
整
備
で
き
な
い

の
か
？

 

【
答
】
１
点
目
、
当
路
線
の

用
地
調
査
を
行
っ
た
結
果
、

13
路
線
の
う
ち
住
家
が
存
在

し
、
生
活
道
路
と
し
て
利
用

さ
れ
て
い
る
７
路
線
に
つ
い

て
、
そ
の
地
権
者
に
確
認
し

た
と
こ
ろ
、
対
象
と
な
る
土

地
が
１
５
６
筆
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
う
ち
未
相
続
用
地
が
18

筆
、
筆
界
未
定
地
が
１
箇
所

９
筆
と
な
っ
て
お
り
、
未
相

続
用
地
の
解
消
や
筆
界
未
定

地
の
境
界
確
定
な
ど
村
道
と

し
て
整
備
す
る
に
あ
た
り
用

地
取
得
が
可
能
か
ど
う
か
継

続
し
て
調
査
し
て
参
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

２
点
目
、
未
相
続
用
地
が

６
筆
、
筆
界
未
定
地
が
１
箇

所
な
ど
、
現
段
階
で
は
村
道

整
備
へ
向
け
て
解
決
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
課
題
が
あ
り

ま
す
の
で
、
そ
の
解
決
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
参
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

こ
れ
ま
で
も
村
道
整
備
に
あ

た
り
用
地
取
得
に
難
航
し
、

事
業
を
取
り
や
め
た
事
例
も

あ
り
ま
す
の
で
、
事
業
を
進

め
る
う
え
で
地
権
者
の
意
向

確
認
等
に
つ
い
て
は
、
慎
重

に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
お
り
、
今
後

も
地
域
の
方
々
と
協
議
を
重

ね
な
が
ら
整
備
に
向
け
て
検

討
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

平
成
29
年
９
月
定
例
会
で
、

泊
地
区
の
国
道
西
側
地
域
は
、

津
波
災
害
の
心
配
が
な
い
こ

と
な
ど
か
ら
、
近
年
、
多
く

の
住
宅
が
新
築
さ
れ
て
い
る

も
の
の
、
火
災
が
発
生
し
て

も
消
防
車
両
が
進
入
で
き
な

い
、
そ
し
て
、
国
道
沿
い
以

外
は
消
防
水
利
も
未
整
備
で

あ
る
現
状
に
加
え
、
雨
が
降

れ
ば
、
砂
利
等
が
道
路
に
流

れ
出
し
、
交
通
事
故
の
発
生

も
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

馬
門
公
園
か
ら
明
神
川
の
間

に
あ
る
、
公
図
上
「
道
」
又

は
「
公
衆
用
道
路
」
と
な
っ

て
い
る
13
路
線
に
つ
い
て
は
、

早
期
に
用
地
買
収
を
行
い
整

備
す
る
こ
と
で
、
津
波
浸
水

区
域
や
要
避
難
区
域
、
土
石

流
危
険
区
域
に
住
む
方
々
が

住
宅
を
新
築
出
来
る
よ
う
誘

導
す
る
事
は
、
住
民
の
生
命
、

身
体
及
び
財
産
を
災
害
か
ら

保
護
す
る
こ
と
に
大
き
く
寄

与
し
、
災
害
対
策
上
か
ら
も

有
効
な
手
段
と
考
え
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
土
地
所
有
者
の

理
解
を
得
て
早
急
に
村
道
と

し
て
整
備
を
行
う
考
え
は
な

い
か
。
と
の
一
般
質
問
に
、

「
幅
員
が
３
ｍ
程
度
の
場
所
が

殆
ど
で
あ
り
、
緊
急
車
両
の

通
行
な
ど
に
も
支
障
が
あ
り
、

幅
員
や
勾
配
な
ど
の
課
題
や

地
権
者
の
状
況
な
ど
用
地
買

収
の
可
能
性
を
調
査
し
、
整

備
可
能
な
路
線
は
具
体
的
な

検
討
を
し
た
い
。
」
と
の
答
弁

を
頂
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
平
成
31
年
度
当
初

予
算
に
こ
の
西
側
に
あ
る
路

線
を
生
活
道
路
と
し
て
、
整

備
す
る
た
め
の
予
算
が
計
上

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
次
の
点

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

➊
質
問
し
た
13
路
線
の
調
査

の
進
捗
状
況
は
？

➋
平
成
31
年
度
に
予
算
計
上

➊
六
ヶ
所
村
役
場
の
封
書
の

カ
ラ
ー
と
規
格
を
統
一
し
、

一
括
発
注
す
る
こ
と
で
事
務

の
効
率
化
と
負
担
軽
減
を
図

る
考
え
は
な
い
か
。

➋
封
書
の
裏
面
を
有
効
活
用

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
各
企

業
に
有
料
で
広
告
を
掲
載
す

る
考
え
は
な
い
か
。

 

【
答
】
１
点
目
、
こ
れ
ま
で

使
用
頻
度
の
高
い
「
長
形(

な

が
が
た)

３
号
」
及
び
「
角

型(

か
く
が
た)

２
号
」
な

ど
の
４
種
類
の
封
筒
に
つ
い

て
は
、
総
務
課
に
お
い
て
一

括
発
注
し
、
各
所
属
が
利
用

で
き
る
よ
う
に
し
て
お
り
ま

す
。
そ
れ
以
外
の
封
筒
に
つ

き
ま
し
て
は
、
各
課
で
印
刷

を
し
利
用
し
て
い
る
状
況
で

ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
２
月
上

旬
、
総
務
課
に
お
い
て
、
各

所
属
で
印
刷
し
て
い
る
封
筒

に
つ
い
て
調
査
し
た
と
こ

ろ
、「

長

形(

な

が

が

た)

３
号
」
に
つ
い
て
は
、
規
格

は
５
種
類
、
カ
ラ
ー
は
13
種

類
、
年
間
の
印
刷
枚
数
は
約

２
万
７
千
枚
で
、
発
注
金
額

は
約
48
万
円
と
な
っ
て
お
り
、

「
角
型(

か
く
が
た)

２
号
」

に
つ
い
て
は
、
規
格
は
１
種

類
、
カ
ラ
ー
は
５
種
類
、
年

間
の
印
刷
枚
数
は
７
千
５
百

枚
で
、
発
注
金
額
は
約
21
万

円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
規

格
外
の
封
筒
に
つ
い
て
は
14

種
類
、
カ
ラ
ー
は
９
種
類
と

な
っ
て
お
り
、
年
間
の
印
刷

枚
数
は
約
８
万
３
千
枚
で
、

発
注
金
額
は
約
１
６
０
万
円

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
同
一

の
課
に
お
い
て
、
数
種
類
の

カ
ラ
ー
を
使
用
し
て
い
る
考

え
方
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

ご
高
齢
の
方
な
ど
か
ら
の
問

い
合
わ
せ
を
考
慮
し
、
色
分

け
を
し
て
い
る
場
合
が
あ
る

と
の
こ
と
で
あ
り
、
内
容
が

不
明
の
ま
ま
問
い
合
わ
せ
が

あ
っ
た
際
に
、
職
員
の
方
か

ら
封
筒
の
色
を
確
認
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
送
付
し
た
書

類
の
内
容
が
わ
か
り
担
当
課

あ
る
い
は
担
当
者
へ
の
引
継

ぎ
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
相
手
方
に
対

し
て
も
お
待
た
せ
す
る
時
間

を
短
縮
で
き
、
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
と
事
務
の
効
率
化

が
図
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ま

た
、
規
格
に
つ
き
ま
し
て
は
、

シ
ス
テ
ム
か
ら
印
刷
さ
れ
る

通
知
書
等
の
サ
イ
ズ
に
合
わ

せ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
複
数

の
種
類
の
封
筒
を
作
成
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ

う
な
特
別
の
事
情
が
あ
る
場

合
を
除
き
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
低
下
に
つ
な
が
ら
な
い
範

囲
に
お
い
て
、
統
一
化
が
可

能
と
考
え
ら
れ
る
場
合
に
つ

い
て
は
、
経
費
節
減
及
び
事

務
の
効
率
化
を
図
る
観
点
か

ら
一
括
発
注
を
進
め
る
よ
う

検
討
し
て
参
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

２
点
目
、
現
在
、
封
筒
の

裏
面
を
活
用
し
て
い
る
も
の

は
住
民
課
の
封
筒
の
み
で
あ

り
、
こ
れ
に
は
住
民
異
動
に

伴
う
届
等
の
用
件
に
「
必
要

な
も
の
」
や
「
届
出
期
間
」

な
ど
を
載
せ
て
活
用
し
て
お

り
ま
す
。
議
員
ご
提
言
の
、

封
筒
裏
面
へ
の
各
企
業
の
広

告
掲
載
に
つ
き
ま
し
て
は
、

広
告
の
媒
体
と
な
る
資
源
を

活
用
し
自
主
財
源
の
確
保
や

経
費
節
減
を
図
る
た
め
に
広

告
掲
載
を
実
施
し
て
い
る
地

方
自
治
体
の
広
告
収
入
の
状

況
や
、
こ
れ
に
伴
う
事
務
等

に
つ
い
て
情
報
収
集
し
、
検

討
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

【
問
】
①
こ
ど
も
園
等
に
入

所
中
の
保
護
者
の
実
態
を

把
握
し
て
い
る
か
？

②
医
療
体
制
も
含
め
、
本

村
に
お
け
る
課
題
は
な
い

か
、
検
討
し
て
い
る
か
？

【
答
】
①
村
の
こ
ど
も
園
、

保
育
所
は
10
連
休
中
、
４

月
27
日
、
土
曜
日
は
開
設

し
、
以
降
９
連
休
の
予
定

と
な
っ
て
お
り
、
休
日
で

あ
る
４
月
30
日
と
５
月
２

日
の
利
用
希
望
者
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
と
り
、
休
日
保

育
の
必
要
性
に
つ
い
て
検

討
し
て
参
る
。

②
千
歳
平
診
療
所
は
４
月

27
日
土
曜
日
か
ら
10
日
間

休
診
の
た
め
事
前
診
療
で

の
対
応
を
予
定
。
泊
診
療

所
は
４
月
28
日
日
曜
日
か

ら
休
診
と
な
り
ま
す
が
、

４
月
30
日
か
ら
５
月
２
日

ま
で
予
約
診
療
を
行
い
、

予
約
さ
れ
た
方
に
対
応
す

る
予
定
で
す
。
地
域
家
庭

医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、
５

月
２
日
に
通
常
診
療
を
予

定
し
、
当
日
は
送
迎
バ
ス

の
運
行
も
予
定
し
て
い
る
。

３
．
予
定
さ
れ
る
大
型
連

休
時
の
対
応
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。

　

皇
位
継
承
に
伴
い
４
月
27

日
か
ら
５
月
６
日
ま
で
の
10

連
休
中
に
、
子
育
て
中
で
子

供
の
面
倒
を
見
て
く
れ
る
人

が
い
な
い
、
そ
し
て
仕
事
を

休
め
な
い
保
護
者
に
と
っ
て

は
、
土
曜
日
を
除
き
こ
ど
も

園
や
保
育
所
も
休
園
、
休
所

と
な
る
こ
と
か
ら
、
大
変
な

事
態
で
あ
る
と
思
慮
す
る
と

こ
ろ
で
す
。

「
国
民
生
活
に
支
障
が
な
い
よ

う
万
全
を
期
す
べ
き
だ
。
」
と

す
る
付
帯
決
議
も
採
択
さ
れ

て
い
る
も
の
の
、
国
か
ら
は

具
体
的
に
取
る
べ
き
対
応
も

示
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
こ
と
か

ら
次
の
点
に
つ
い
て
伺
い
た

い
。
➊
こ
ど
も
園
等
に
入
所
中
の

保
護
者
の
実
態
を
調
査
し
て

い
る
か
。

➋
医
療
体
制
も
含
め
、
本
村

に
お
け
る
課
題
は
な
い
か
、

検
討
し
て
い
る
か
。

 

【
答
】
１
点
目
、
現
在
の
と

こ
ろ
、
10
連
休
の
就
労
状
況

に
つ
い
て
は
調
査
を
し
て
お

り
ま
せ
ん
。
村
の
こ
ど
も
園
、

保
育
所
は
10
連
休
中
、
４
月

27
日
、
土
曜
日
は
開
設
し
、

以
降
９
連
休
の
予
定
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
10
連

休
の
休
日
保
育
対
応
に
つ
い

て
、
県
内
各
市
町
村
に
確
認

し
た
と
こ
ろ
、
公
立
で
は
10

割
、
全
体
で
８
割
の
市
町
村

が
暦
ど
お
り
休
日
予
定
と
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
り
ま

す
。
長
期
間
に
わ
た
る
休
日

に
伴
い
、
政
府
は
、
「
保
育
施

設
を
利
用
す
る
労
働
者
の
子

ど
も
の
保
育
が
確
保
さ
れ
る

よ
う
、
当
該
労
働
者
の
勤
務

日
、
勤
務
時
間
に
つ
い
て
そ

の
勤
務
先
事
業
者
が
で
き
る

だ
け
配
慮
す
る
よ
う
に
す
る

こ
と
、
複
数
の
保
育
施
設
等

に
お
け
る
連
携
が
確
保
さ
れ

る
よ
う
に
す
る
こ
と
等
、
適

切
な
対
応
を
と
る
こ
と
」
と

し
て
お
り
ま
す
。
村
で
は
、

そ
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
休
日

で
あ
る
４
月
30
日
と
５
月
２

日
の
利
用
希
望
者
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
と
り
、
休
日
保
育

積
ご
と
に
区
画
し
、
番
号

を
記
し
、
事
前
に
保
護
者

か
ら
抽
選
し
て
貰
い
、
前

日
に
保
護
者
の
協
力
を
得

て
敷
物
を
敷
く
こ
と
で
職

員
の
負
担
軽
減
が
可
能
と

考
え
る
が
如
何
か
？

③
こ
ど
も
園
の
行
事
の
際

に
は
、
路
上
駐
車
が
多
く

交
通
事
故
の
発
生
が
懸
念

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
特
に
、

お
ぶ
ち
こ
ど
も
園
の
職
員

駐
車
場
の
拡
幅
と
駐
車
場

か
ら
直
接
村
道
に
出
ら
れ

る
よ
う
改
良
整
備
し
職
員

の
負
担
軽
減
と
保
護
者
の

利
便
性
向
上
を
図
る
べ
き

と
考
え
る
が
如
何
か
？

【
答
】
①
各
こ
ど
も
園
周
辺

に
は
小
中
学
校
が
所
在
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
時

点
に
お
い
て
は
指
定
す
る

考
え
は
な
い
。

②
ホ
ー
ル
は
子
ど
も
た
ち

の
衛
生
面
等
の
観
点
か
ら

フ
ロ
ー
リ
ン
グ
と
し
て
お

り
、
マ
ッ
ト
の
配
置
は
予

定
し
て
い
な
い
。
ま
た
、

お
遊
戯
会
の
席
決
め
を
事

前
抽
選
に
す
る
こ
と
等
、

方
法
に
つ
い
て
は
父
母
の

会
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら

検
討
し
て
参
る
。

③
お
ぶ
ち
こ
ど
も
園
の
行

事
の
際
に
は
、
尾
駮
小
学

校
、
第
一
中
学
校
、
職
員

駐
車
場
を
解
放
し
、
保
護

者
に
駐
車
し
て
い
だ
く
よ

う
お
願
い
し
て
い
る
。
や

む
を
得
ず
路
上
駐
車
し
て

い
る
保
護
者
の
方
に
は
安

全
上
の
観
点
か
ら
駐
車
場

へ
の
移
動
を
お
願
い
す
る

と
と
も
に
、
園
児
、
保
護

者
の
安
全
が
図
ら
れ
る
よ

う
お
ぶ
ち
こ
ど
も
園
職
員

駐
車
場
の
拡
幅
に
つ
い
て

前
向
き
に
検
討
し
駐
車
場

確
保
に
努
め
て
参
る
。

４
．
こ
ど
も
園
等
の
利
便

性
向
上
に
つ
い
て
伺
い
た

い
。

　

12
月
頃
に
行
わ
れ
る
「
お

遊
戯
会
」
で
は
、
保
護
者
が

席
を
確
保
す
る
た
め
、
夜
明

け
か
ら
屋
外
に
敷
物
等
を
抱

え
並
ん
で
開
園
を
待
つ
の
が

当
た
り
前
の
よ
う
に
行
わ
れ

て
い
る
現
状
を
解
消
し
な
け

れ
ば
、
保
育
士
及
び
保
護
者

と
も
に
健
康
を
害
す
る
こ
と

等
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら

次
に
点
に
つ
い
て
伺
う
。

➊
各
こ
ど
も
園
が
順
次
新
築

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
避

難
所
に
指
定
し
、
床
に
敷
く

マ
ッ
ト
を
購
入
配
置
す
る
考

え
は
な
い
か
。

➋
避
難
所
に
指
定
し
な
い
の

で
あ
れ
ば
、
利
便
性
向
上
の

観
点
か
ら
、
各
こ
ど
も
園
の

ホ
ー
ル
に
敷
く
マ
ッ
ト
に
一

定
の
面
積
ご
と
に
区
画
し
、

番
号
を
記
し
た
も
の
を
購
入

し
、
事
前
に
保
護
者
か
ら
抽

選
し
て
貰
い
、
当
日
そ
の
番

号
の
区
画
に
座
る
こ
と
と
、

前
日
に
保
護
者
の
協
力
を
得

て
敷
物
を
敷
く
こ
と
で
、
職

員
の
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と

が
可
能
と
考
え
る
が
如
何
か
。

➌
こ
ど
も
園
等
の
行
事
の
際

に
は
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
無
く
、

路
上
駐
車
等
が
多
く
見
受
け

ら
れ
交
通
事
故
の
発
生
が
懸

念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
特
に
、

お
ぶ
ち
こ
ど
も
園
の
職
員
駐

車
場
を
拡
幅
す
る
と
と
も
に
、

駐
車
場
か
ら
直
接
村
道
に
出

ら
れ
る
よ
う
、
側
溝
等
を
改

良
整
備
し
、
職
員
の
負
担
軽

減
と
保
護
者
等
の
利
便
性
向

上
を
図
る
べ
き
と
考
え
る
が

如
何
か
。

 

【
答
】
１
点
目
、
災
害
対
策

基
本
法
が
改
正
さ
れ
、
切
迫

し
た
災
害
の
危
険
か
ら
逃
れ

る
た
め
の
緊
急
避
難
場
所
と

一
定
の
期
間
滞
在
し
、
避
難

者
の
生
活
環
境
を
確
保
す
る

た
め
の
避
難
所
が
明
確
に
区

別
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
平

成
29
年
３
月
に
緊
急
避
難
場

所
27
施
設
、
避
難
場
所
13
施

設
、
福
祉
避
難
場
所
２
施
設

に
つ
い
て
指
定
の
見
直
し
を

行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

現
在
は
避
難
所
と
し
て
の
機

能
を
高
め
る
た
め
に
非
常
食

の
備
蓄
や
非
常
用
発
電
機
の

設
置
等
を
順
次
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
こ
ど

も
園
の
避
難
所
へ
の
指
定
に

つ
い
て
は
、
同
施
設
周
辺
に

は
小
中
学
校
が
所
在
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
現
時
点
に
お

い
て
は
指
定
す
る
考
え
は
な

い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

２
点
目
、
マ
ッ
ト
の
活
用

に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、

ホ
ー
ル
は
子
ど
も
た
ち
の
衛

生
面
等
の
観
点
か
ら
フ
ロ
ー

リ
ン
グ
と
し
て
お
り
、
管
理

上
、
マ
ッ
ト
の
配
置
は
予
定

し
て
お
り
ま
せ
ん
。
お
遊
戯

会
で
保
護
者
が
見
学
す
る
た

め
に
大
変
な
ご
負
担
が
掛

か
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、

園
長
始
め
保
育
教
諭
た
ち
は
、

毎
年
検
討
し
、
現
在
の
朝
７

時
に
整
理
券
を
配
布
し
順
番

に
好
き
な
所
に
座
る
と
い
う

方
法
を
と
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
も

な
い
と
聞
い
て
お
り
ま
す
が
、

予
め
、
一
定
の
区
画
ご
と
に

番
号
を
記
し
、
事
前
に
抽
選

し
席
を
決
め
て
、
当
日
は
ゆ
っ

く
り
と
し
て
い
た
だ
く
等
、

方
法
に
つ
い
て
は
、
父
母
の

会
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
今

後
も
現
場
の
経
験
と
工
夫
を

活
か
し
、
よ
り
よ
い
園
の
行

事
を
実
施
し
て
い
く
よ
う
に

し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

３
点
目
、
お
ぶ
ち
こ
ど
も

園
の
行
事
の
際
に
は
、
尾
駮

小
学
校
、
第
一
中
学
校
、
職

員
駐
車
場
を
解
放
し
保
護
者

に
駐
車
し
て
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。
や

む
を
得
ず
路
上
駐
車
を
し
て

い
る
保
護
者
の
方
に
は
、
ご

不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

安
全
上
の
観
点
か
ら
駐
車
場

へ
の
移
動
を
お
願
い
す
る
と

と
も
に
、
園
児
・
保
護
者
の

安
全
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
お

ぶ
ち
こ
ど
も
園
職
員
駐
車
場

の
拡
幅
に
つ
い
て
前
向
き
に

検
討
し
駐
車
場
確
保
に
努
め

て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

【
問
】
①
尾
駮
橋
に
歩
道
を

整
備
し
、
観
光
拠
点
を
広

げ
る
考
え
は
あ
る
か
？

②
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
等

で
観
光
客
等
が
期
待
さ
れ

る
が
漁
業
関
係
者
と
の
連

携
は
と
れ
て
い
る
か
？

③
計
画
当
初
、
現
在
整
備

さ
れ
た
終
点
か
ら
レ
イ
ク

タ
ウ
ン
ま
で
の
歩
道
整
備

や
ホ
テ
ル
の
建
設
計
画
が

の
必
要
性
に
つ
い
て
検
討
し

て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

２
点
目
、
村
内
３
箇
所
の

医
療
機
関
に
お
け
る
診
療
体

制
に
つ
き
ま
し
て
は
、
千
歳

平
診
療
所
は
、
４
月
27
日
、

土
曜
日
か
ら
10
日
間
休
診
と

な
る
こ
と
か
ら
、
慢
性
疾
患

の
方
へ
の
処
方
に
つ
い
て
、

服
薬
な
ど
の
不
足
に
対
す
る

不
安
を
解
消
す
る
た
め
事
前

診
療
に
お
い
て
対
応
す
る
こ

と
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

次
に
、
泊
診
療
所
で
は
、
４

月
28
日
、
日
曜
日
か
ら
休
診

と
な
り
ま
す
が
、
４
月
30
日

か
ら
５
月
２
日
の
３
日
間
、

予
約
診
療
に
て
、
事
前
に
電

話
等
に
よ
り
予
約
し
た
方
に

対
応
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

次
に
、
地
域
家
庭
医
療
セ
ン

タ
ー
で
は
、
５
月
２
日
に
通

常
診
療
を
予
定
し
て
お
り
、

同
日
は
送
迎
バ
ス
の
運
行
も

行
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
村
内
全
域
の
救
急
対

応
に
つ
い
て
も
、
従
来
ど
お

り
随
時
受
け
入
れ
を
行
っ
て

参
り
ま
す
。
な
お
、
村
民
の

皆
様
へ
の
周
知
に
つ
き
ま
し

て
は
、
広
報
ろ
っ
か
し
ょ
及

び
村
内
放
送
で
の
対
応
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
、

村
内
医
療
機
関
と
連
携
を
図

り
、
村
民
が
安
心
し
た
生
活

を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

適
切
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
に
努
め
て
参
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

【
問
】
①
避
難
所
に
指
定

し
、
床
に
敷
く
マ
ッ
ト
を

購
入
配
置
す
る
考
え
は
な

い
か
？

②
避
難
所
に
指
定
し
な
い

の
で
あ
れ
ば
、
ホ
ー
ル
に

敷
く
マ
ッ
ト
を
一
定
の
面

一 般 質 問一 般 質 問

髙
橋

　文
雄 

議
員
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２
点
目
、
尾
駮
沼
で
の
漁

法
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
建

網
や
さ
し
網
な
ど
の
網
漁
で

あ
り
、
船
外
機
等
、
動
力
の

付
い
た
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト

や
水
上
バ
イ
ク
の
乗
り
入
れ

に
よ
り
、
網
の
破
損
や
漁
の

妨
害
と
な
る
可
能
性
が
高
い

こ
と
か
ら
、
動
力
付
の
船
は

禁
止
と
し
、
水
上
利
用
に
つ

い
て
は
、
カ
ヤ
ッ
ク
や
カ
ヌ
ー

な
ど
、
手
動
の
小
型
舟
艇

(

し
ゅ
う
て
い)

に
限
定
す
る

こ
と
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
村
海
水
漁
業
協
同

組
合
や
漁
業
者
等
の
漁
業
関

係
者
と
の
連
携
に
つ
い
て
は
、

整
備
工
事
及
び
開
設
に
あ
た

り
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
得

て
進
め
て
参
り
ま
し
た
の
で
、

今
後
の
管
理
運
営
に
お
い
て

も
緊
密
な
連
携
を
図
っ
て
参

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

３
点
目
、
尾
駮
レ
イ
ク
サ

イ
ド
パ
ー
ク
は
、
幅
員
５
メ
ー

ト
ル
、
延
長
７
７
０
メ
ー
ト

ル
の
管
理
園
路
を
整
備
し
て

お
り
、
管
理
園
路
の
延
伸
に

つ
い
て
は
、
レ
イ
ク
タ
ウ
ン

の
西
地
区
に
あ
り
ま
す
定
住

促
進
住
宅
付
近
ま
で
を
結
ぶ

全
体
構
想
が
あ
り
ま
す
。
本

年
度
、
概
略
設
計
を
実
施
し

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、

園
路
の
線
形
や
工
法
な
ど
の

経
済
性
を
は
じ
め
、
縦
断
勾

配
や
土
地
の
有
効
利
用
等
を

考
慮
し
、
慎
重
に
進
め
て
参

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ホ
テ
ル
建
設
計
画

に
つ
い
て
は
、
民
間
の
活
力

に
よ
る
ホ
テ
ル
事
業
者
の
進

出
に
向
け
、
本
職
と
し
て
も

誘
致
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
が
、
立
地
場
所

に
当
た
っ
て
は
、
ホ
テ
ル
事

業
者
が
経
営
等
を
鑑
み
て
決

定
す
る
も
の
で
あ
り
、
尾
駮

レ
イ
ク
サ
イ
ド
パ
ー
ク
周
辺

と
特
定
さ
れ
て
い
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ホ
テ
ル
誘
致
に
つ
き
ま
し

て
は
、
今
後
も
次
世
代
エ
ネ

ル
ギ
ー
パ
ー
ク
な
ど
本
村
固

有
の
観
光
拠
点
に
加
え
、
情

緒
豊
か
な
自
然
や
味
覚
な
ど
、

本
村
の
持
つ
魅
力
を
活
用
し

た
観
光
施
策
を
進
め
る
こ
と

に
よ
り
、
ホ
テ
ル
事
業
者
の

進
出
に
も
弾
み
が
つ
く
も
の

と
大
い
に
期
待
を
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
ホ
テ
ル
誘
致
に
努

力
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

【
問
】
し
も
き
た
Ｔ
Ａ
Ｂ

Ｉ
あ
し
す
と
と
連
携
し
活

動
す
る
事
で
よ
り
観
光
客

の
増
大
に
つ
な
が
る
と
考

え
る
が
今
後
の
連
携
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
る

か
？

【
答
】
観
光
ル
ー
ト
の
開
発

や
誘
客
活
動
は
、
地
域
が

連
携
て
行
う
こ
と
で
よ
り

効
果
的
、
効
率
的
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。
今
後

は
、
下
北
半
島
圏
域
の
自

治
体
と
の
連
携
や
広
域
的

な
観
光
団
体
へ
の
加
入
を

検
討
し
て
参
る
。

２
．
し
も
き
た
Ｔ
Ａ
Ｂ
Ｉ

あ
し
す
と
（
旧
下
北
観
光

協
議
会
）
と
の
連
携
に
つ

い
て

　

下
北
半
島
市
町
村
が
連
携

す
る
観
光
が
人
気
を
呼
ん
で

い
ま
す
。
当
村
は
地
形
的
に

下
北
半
島
の
柄
の
部
分
に
当

た
り
半
島
の
一
部
だ
と
思
い

ま
す
。
村
独
自
で
観
光
開
発

す
る
よ
り
し
も
き
た
Ｔ
Ａ
Ｂ

Ｉ
あ
し
す
と
と
連
携
し
活
動

す
る
こ
と
が
よ
り
観
光
客
の

増
大
に
つ
な
が
る
と
思
う
が

今
後
の
連
携
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
考
え
る
か
。

 

【
答
】
村
で
は
平
成
23
年
度

ま
で
三
沢
市
、
旧
上
北
町
、

六
ヶ
所
村
の
３
市
町
村
で
構

成
す
る
小
川
原
湖
広
域
観
光

協
議
会
の
活
動
の
中
で
、
小

川
原
湖
を
中
心
と
し
た
観
光

客
誘
致
を
進
め
て
き
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
平
成24

年
度
、
同
協
議
会
の
解
散
以

降
は
、
村
単
独
で
観
光
ル
ー

ト
開
発
、
観
光
客
誘
致
を
実

施
し
て
参
り
ま
し
た
。

「
し
も
き
た
Ｔ
Ａ
Ｂ
Ｉ(

た

び)

あ
し
す
と
」
は
、
む
つ

市
、
下
北
郡
、
横
浜
町
の
６

自
治
体
の
ほ
か
民
間
９
団
体

の
計
15
団
体
の
会
員
で
構
成

す
る
一
般
社
団
法
人
で
あ
り
、

下
北
地
域
全
域
を
観
光
地
と

し
て
と
ら
え
た
戦
略
の
も
と
、

魅
力
あ
る
観
光
地
域
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
る
と
伺
っ

て
お
り
ま
す
。

　

観
光
ル
ー
ト
開
発
や
誘
客

活
動
は
、
一
つ
の
自
治
体
で

行
う
よ
り
地
域
が
連
携
し
て

行
う
こ
と
で
、
よ
り
効
果
的
、

よ
り
効
率
的
で
あ
る
と
認
識

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後

は
、
下
北
半
島
圏
域
の
自
治

体
と
の
連
携
や
広
域
的
な
観

光
団
体
へ
の
加
入
を
検
討
し

て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

【
問
】
商
店
が
な
く
な
り
買

い
物
客
が
リ
ー
ブ
に
集
中

し
ま
す
が
、
レ
イ
ク
タ
ウ

ン
停
留
所
に
待
合
室
が
無

く
不
便
を
感
じ
て
い
ま
す
、

待
合
室
を
設
置
す
る
考
え

は
な
い
か
？

【
答
】
待
合
室
の
設
置
ス

ペ
ー
ス
や
土
地
の
利
用
制

限
等
、
公
共
交
通
機
関
な

ど
と
調
整
を
図
り
な
が
ら

検
討
し
て
参
る
。

３
．
バ
ス
の
待
合
室
の
設

置
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　

バ
ス
の
待
合
室
は
、
役
場

庁
舎
前
に
あ
り
ま
す
が
、
他

に
は
見
当
た
り
ま
せ
ん
。
各

地
域
に
は
、
商
店
が
な
く
な

り
買
い
物
客
は
リ
ー
ブ
に
集

中
し
ま
す
が
、
レ
イ
ク
タ
ウ

ン
停
留
所
に
待
合
室
が
無
く

不
便
を
感
じ
て
い
ま
す
。
待

合
室
の
設
置
に
つ
い
て
村
長

の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

 

【
答
】
村
の
バ
ス
路
線
に
は
、

17
箇
所
の
バ
ス
待
合
室
が
あ

り
、
村
や
公
共
交
通
機
関
等

が
設
置
し
た
も
の
ほ
か
、
地

域
の
自
治
会
で
独
自
に
設
置

し
た
待
合
室
も
ご
ざ
い
ま
す
。

高
齢
者
の
運
転
免
許
証
の
返

納
等
に
よ
り
交
通
弱
者
の
増

加
が
見
込
ま
れ
る
な
ど
、
社

会
情
勢
が
大
き
く
変
化
し
て

い
く
な
か
、
地
域
の
路
線
バ

ス
が
住
民
の
日
常
生
活
や
経

済
活
動
を
支
え
、
地
域
の
活

性
化
を
果
た
し
て
い
く
に
は
、

路
線
バ
ス
の
利
用
環
境
が
重

要
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り

ま
す
。
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
停
留

所
に
つ
い
て
は
、
待
合
室
の

設
置
ス
ペ
ー
ス
や
土
地
の
利

用
制
限
等
、
公
共
交
通
機
関

な
ど
と
調
整
を
図
り
な
が
ら

検
討
し
て
参
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

も
整
備
さ
れ
多
く
の
観
光
者

の
利
用
が
期
待
さ
れ
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
次
の
点
に
つ
い
て

質
問
し
ま
す
。

➊
尾
駮
橋
に
歩
道
を
整
備
す

る
こ
と
で
観
光
拠
点
が
広
が

る
と
思
う
が
ど
う
か
。

➋
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
等
で

観
光
客
が
期
待
さ
れ
る
が
、

漁
業
関
係
者
と
の
連
携
は
と

れ
て
い
る
か
。

➌
計
画
当
初
、
現
在
、
整
備

さ
れ
た
終
点
か
ら
さ
ら
に
レ

イ
ク
タ
ウ
ン
ま
で
の
歩
道
整

備
や
、
尾
駮
沼
を
一
望
で
き

る
場
所
に
ホ
テ
ル
の
建
設
計

画
が
あ
っ
た
よ
う
に
聞
き
及

ん
で
い
ま
す
が
今
後
そ
の
よ

う
な
計
画
は
あ
る
か
。

 

【
答
】
１
点
目
、
尾
駮
レ
イ

ク
サ
イ
ド
パ
ー
ク
は
、
地
域

の
身
近
な
生
活
の
中
で
観
光

を
楽
し
む
、
い
わ
ゆ
る
住
観

光
の
拠
点
と
し
て
、
水
辺
の

景
観
形
成
、
散
策
路
や
広
場

等
を
複
合
的
に
整
備
し
、
地

域
に
根
ざ
し
た
観
光
業
の
振

興
と
併
せ
て
、
住
民
の
健
康

や
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
施
設
で
あ
り

ま
す
。

　

尾
駮
橋
に
つ
い
て
は
、
尾

駮
沼
や
尾
駮
レ
イ
ク
タ
ウ
ン

の
四
季
の
移
ろ
い
な
ど
美
し

い
景
観
の
場
所
と
し
て
、
尾

駮
レ
イ
ク
サ
イ
ド
パ
ー
ク
と

一
体
的
な
観
光
拠
点
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

尾
駮
橋
の
歩
道
整
備
に
つ

い
て
は
、
村
の
観
光
地
点
と

す
る
考
え
方
と
道
路
と
し
て

の
考
え
方
な
ど
の
課
題
が
あ

る
と
の
認
識
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
青
森
県
に
対
し
要
望
し

て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

あ
っ
た
よ
う
に
聞
き
及
ん

で
い
る
が
、
今
後
そ
の
よ

う
な
計
画
は
あ
る
か
？

【
答
】
①
尾
駮
橋
に
つ
い
て

は
、
尾
駮
レ
イ
ク
サ
イ
ド

パ
ー
ク
と
一
体
的
な
観
光

拠
点
と
考
え
て
お
り
、
村

の
観
光
拠
点
と
す
る
考
え

方
と
道
路
と
し
て
の
考
え

方
の
認
識
を
踏
ま
え
な
が

ら
県
に
対
し
要
望
し
て
参

る
。

②
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
に

つ
い
て
は
動
力
付
き
の
船

を
禁
止
と
し
、
漁
業
関
係

者
と
の
連
携
に
つ
い
て
も

今
後
の
管
理
運
営
で
は
緊

密
な
連
携
を
図
っ
て
参
る
。

③
管
理
園
路
の
延
伸
に
つ

い
て
は
本
年
度
概
略
設
計

を
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
あ

る
が
縦
断
勾
配
や
土
地
の

有
効
利
用
等
を
考
慮
し
慎

重
に
進
め
て
参
る
。
ま
た
、

ホ
テ
ル
建
設
計
画
に
つ
い

て
は
誘
致
を
図
っ
て
い
が
、

尾
駮
レ
イ
ク
サ
イ
ド
パ
ー

ク
周
辺
と
特
定
さ
れ
て
い

る
も
の
で
は
な
い
。

１
．
尾
駮
レ
イ
ク
サ
イ
ド

パ
ー
ク
事
業
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。

　

本
事
業
は
平
成
26
年
か
ら

30
年
ま
で
総
額
約
10
億
円
の

事
業
費
を
投
じ
完
成
し
ま
し

た
。
そ
の
目
的
は
徒
歩
で
楽

し
む
散
策
路
、
広
場
等
複
合

的
な
観
光
施
設
を
整
備
し
、

地
域
に
根
差
し
た
観
光
業
の

振
興
を
図
り
、
合
わ
せ
て
村

民
の
健
康
と
福
祉
の
増
進
も

見
込
む
も
の
と
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
は
洋
上
で
楽
し
む
プ

レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
等
の
施
設

議 案 審 議 一 般 質 問

【議会運営委員会（定数８）】
議会の日程、請願・陳情等の取扱いなど議会運営や議長の諮問に関する事を審議します。

委　員　長 副　委　員　長 委　　　員

木　村　廣　正 小　泉　靖　美
橋　本　猛　一　　　橋　本　隆　春　　　小 　泉　　　勉

鳥　山　義　隆　　　寺　下　和　光　　　橋 　本　　　竜

【総務企画常任委員会（定数６）】
主な所管事項は、総務課、財政課、税務課、政策推進課、原子力対策課に関する請願・陳情などの審査や所管事
項の調査を行います。

委　員　長 副　委　員　長 委　　　員

髙　田　博　光 鳥　谷　部　正　行
中　村　　　勉　　　相　内　宏　一

木　村　常　紀　　　木　村　廣　正

【産業建設常任委員会（定数６）】
議主な所管事項は、農林水産課、建設課、上下水道課及び農業委員会に関する請願・陳情などの審査や所管事項
の調査を行います。

委　員　長 副　委　員　長 委　　　員

松　本　光　明 小　泉　靖　美
髙　橋　文　雄　　　小　泉　　　勉

鳥　山　義　隆　　　附　田　角　栄

【福祉教育常任委員会（定数６）】
主な所管事項は、福祉課、健康課、子ども支援課、住民課、学務課、社会教育課に関する請願・陳情などの審査
や所管事項の調査を行います。

委　員　長 副　委　員　長 委　　　員

橋　 本　　　竜 橋　本　猛　一
三　角　武　男　　　橋　本　隆　春

寺　下　和　光　　　髙　田　　　翔

【むつ小川原エネルギー対策特別委員会（定数 17）】
新むつ小川原開発基本計画の推進調査および立地企業の安全対策ならびに地域振興対策などの調査を行います。

委　員　長 副　委　員　長 委　　　員

寺　下　和　光 小　泉　靖　美

橋　本　猛　一　　　三　角　武　男　　　中　村　　　勉

相　内　宏　一　　　橋　本　隆　春　　　松　本　光　明

木　村　常　紀　　　小　泉　　　勉　　　木　村　廣　正

鳥谷部　正　行　　　鳥　山　義　隆　　　髙　田　博　光

橋　本　　　竜　　　附　田　角　栄　　　髙　田　　　翔

【一部事務組合議会議員】
一部事務組合は、複数の普通地方公共団体が、行政サービスの一部を共同で行うことを目的として設置する組織
で、構成市町村議会議員で組織する議会がチェックします。

組　合　名 派　遣　議　員

北 部 上 北 広 域 事 務 組 合 鳥谷部　正　行　　　髙　田　博　光　　　寺　下　和　光

下 北 地 域 広 域 行 政 事 務 組 合 松　本　光　明

十 和 田 地 区 食 肉 処 理 事 務 組 合 中　村　　　勉　　　相　内　宏　一

上 北 地 方 教 育 福 祉 事 務 組 合 髙　田　　　翔



ROKKASHO  VILLAGE

六ヶ所村
議会だより 第 48 号（12）

令和元年第３回六ヶ所村議会定例会会期日程（案）
日　程 月　日（曜日） 区　　　分 会　議　内　容

第１日目 6月 7日（金） 本会議（午前 10 時） 開会、提出議案上程・説明、委員会付託

第２日目 6月 8日（土） 休 日 休 会

第３日目 6月 9日（日） 休 日 休 会

第４日目 6月 10 日（月） 本会議（午前 10 時） 一　般　質　問

第５日目 6月 11 日（火） 休　　　　会 常任委員会※ 1

第６日目 6月 12 日（水） 休　　　　会 常任委員会・特別委員会※ 1
第７日目 6月 13 日（木） 本会議（午前 10 時） 議案審議
第８日目 6月 14 日（金） 本会議（午前 10 時） 議案審議・委員長報告・閉会

※ 1　各委員会の開催時間等は決まり次第、HPでお知らせします。　【議会の日程は変更されることがあります】

　議会を監視するのは『あなた』です。３月定例会の傍聴人は５４人でした。あなたも議会の傍聴をし
てみませんか？傍聴は村政を知る良い機会です。
定例会は、３月、６月、９月、１２月の年４回開催されます。臨時会は必要に応じて開催されます。
詳しくは議会事務局７２－２１１１（内線４１１，４１２，４１３）へお尋ねください。

議会傍聴

議会を傍聴してみませんか？

……編集後記……
　この度、広報委員に就任いたしました。
　当委員会は、本誌の発行や議会のホームページを活用した広
報に関することを所管する委員会です。
　六ヶ所村議会の活動を広く村民にお知らせし、村政に対する
ご理解とご協力を得るために議会広報の発刊をして 12年目を
迎えました。
　今後とも、村民の皆様のご意見、ご指導を賜りながら、議会
広報およびホームページの充実に努めて参りたいと考えており
ますので、これまで同様、ご支援を賜りますようお願いします。

　　六ヶ所村広報委員会
　　委 員 長　　橋本　　竜
　　副委員長　　附田　角栄
　　委　　員　　小泉　靖美、高田　博光、寺下　和光

自治功労表彰受賞
　この表彰は、町村議会議員の議会活動などを
通じて地方自治の進展に大きな役割を果たした
功績と貢献に対し贈られるもので本村では次の
議員が受賞しました。

●全国表彰：（町村議会議員として 27 年以上在職）
　三角武男
●県 表 彰：（同 19 年以上在職）
　松本光明、木村常紀、小泉勉
●全国表彰：（同 15 年以上在職）
　岡山勝廣、髙橋文雄
●県 表 彰：（同 11 年以上在職）
　木村廣正、鳥谷部正行、鳥山義隆

私たちが広報委員です


